まちむら交流活動企画書(第27回)　②むら応援団育成事業
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むら  

まちむら交流活動企画支援事業 事務局　殿

※本事業は下記業者に委託して実施しています
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●企画団体の概要
	応募団体＜むら＞の名称　（団体名、グループ名）
	電　　話
	

	□初めて応募する　□過去、支援を受けたことがある
	ファックス
	

	
	Ｅ－mail
	

	
	担当者氏名
	

	住　所
	（〒　　　－　　　　）

	団体の概　要
	


↓パートナーシップ型の場合、協定相手の概要を記入して下さい。

	応募団体＜まち＞の名称　（団体名、グループ名）
	電　　話
	

	
	ファックス
	

	
	Ｅ－mail
	

	
	担当者氏名
	

	住　所
	（〒　　　－　　　　）


●企画の概要
	むら応援団の形式
	□　パートナーシップ型

（まちとむらの一対一の連携）
	□　団員分散型

（組織会員型・オーナー型・その他）

	タイトル(企画を簡単に記入願います)
	

	◆具体的な取組の内容 （次の項目に沿って簡潔に記入してください。）

○交流活動の目的（150字程度）

○運営（本事業に係る活動に参加するメンバーの構成、人数）

団　体　名

運営に
参加する
人数
団体が所属

する地域
構成メンバー（該当するものにレ点を付けてください）
名

□農山漁村

□都市

□学校・教育関係　□農家　□ボランティア団体□その他団体（NPO含む）等

（その他）

□農山漁村

□都市

□学校・教育関係　□農家　□ボランティア団体　□その他団体（NPO含む）等

○活動の内容（下記の中から該当するものを選択肢から選んで○及びレ点を付けてください。複数選択可）
１．農地・農業用施設の保全
２．農業体験（ □作業体験　　□加工品作り　　□その他 ）
３．農山漁村文化（ □保護活動　　□啓発活動 ）、景観保全
４．啓発・研修
５．食の交流・農産物販売
６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○具体的な活動内容（上で選択した活動の内容について、全てご記入ください）
活動・開催

時　　　期

（活動回数）

場　　　所

（市町村名、地区名）
参加が見込まれる人数

内　　　　　容

都市・消費

サイド
農山漁村・

生産サイド



名

名

○この活動において、他の地域の参考になると思われる点や発展させたい点を教えてください。
（本事業に係る活動についてご記入ください）

○過去の活動実績および成果

○前回活動との違い【過去支援を受けたことがある団体のみ】


	◆その他 （該当するものにレ点を付けてください。複数選択可）
○活動または交流の対象となる「むら」はどちらですか。

□中山間地域（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□棚田地域
　　　　※中山間地域は５ページ「中山間地域一覧表」より記載
○他に補助金や交付金を受けている、または申請していますか。（↓複数ある場合は全て記入してください。）

　 　□受けている、申請中又は申請予定　→　　補助金等の名称： 
　　 □受けていない、申請していない

	◆必要な支援の内容（別紙「活動支援対象項目表」に沿って、項目別に必要最小限の金額を記入してください。）

事業内容および

項　　　　　目
活　動　費
備　考
事業内容および

項　　　　　目
活　動　費
備　考
1.農地・農業用施設の保全

2.農業体験

3.農山漁村文化、景観保全

         　円
4.啓発・研修

5.食の交流・農産物販売

6.その他
         　円
活動企画にかかる総額
　　　　　　　　　円

左記総額のうち支援希望金額
　　　　　　　　円



	◆提出する添付資料（揃っているかチェックしてください。）　
　　　　　　

□ 役員名簿
□ むら応援団育成事業対象者であることを示す文書（応募初回時は案でも可）↓ ○印を付けてください。

　　（ 協定書　・　会員規約　・　オーナー契約書　・　その他〔　　　　　　　　　　　　　〕　）　


※虚偽の記載を行った場合には、申請の取消を行う場合がありますのでご注意下さい。
◆条件等　※必ずお読みください。
「むら応援団育成事業」は、むらとまちとで手を携えて、互いに結びつきを強めることにより、活動企画支援がなくなった後も、自立して交流活動が継続するような仕組みづくりや組織づくりに対して支援を行うものです。　　　　

このような事業の趣旨に基づき、支援に際して次のような条件を付けています。

○支援金の振込み

「むら」を主体とした活動取組を推進するため、原則として支援金は「むら」の口座に振り込みます。

○物品管理台帳

・消耗品以外の物品を購入した場合は、物品管理台帳（様式は別途提示）を作成の上、使用状況を整理して
ください。
・作成した物品管理台帳は、活動実施報告書（支援された年度末までに提出する報告書）及び活動状況報告
書（事後報告書）に添付してください。

○事後報告（活動状況報告書）

・「むら応援団育成事業」は、最大３年の支援終了後も交流活動を自立・継続して取り組むための組織づくり
を支援するものです。
・その活動を確認するため、支援最終年度の翌年度から３年の間、毎年度末までに、活動状況報告書により
事後報告をしてください。
（例：令和４年度～令和６年度に支援を受けた場合：令和７年度～令和９年度の毎年度末に報告）

◆類型




















本事業の趣旨に基づき、次のとおり企画書を提出します。


なお、この企画がホームページ等によって広く公開されても何ら


支障はありません。





令和　　　年　　　月　　　日





〒812-0022　福岡県福岡市博多区神屋町2番9号


株式会社サウスポイント


TEL 092-402-2271　FAX 092-402-2272


e-mail：minami@southpoint.co.jp








(1)パートナーシップ型





（１）パートナーシップ型


◇概要：まち（都市住民組織）とむら（農山漁村住民組織）との間で、継続的に交流活動に取り組むため、協定等を締結して都市と農山漁村で一対一のパートナーシップの関係を構築する。


◇相互交流の活動事例：農作業、棚田や水路の保全、休耕田の景観作物植栽、集落の環境保全等の活動 など


◇協定書：相互交流の活動計画や方針等を確認する内容を取り決めたもの。





協定書





Ａ村住民活動組織





Ｂ市小学校ＰＴＡ





パートナーシップ





都市住民等


（むら応援団）





まち





むら





(２)団員分散型≪組織会員型≫





（２）団員分散型《組織会員型》


◇概要：「むら」の住民活動組織に、「まち」の方が会員（むら応援団）となって、農作業等の活動を協働して、継続的に「むら」を訪れて交流を行う仕組み。


◇協働活動事例：農作業、棚田や水路の保全、休耕田の景観作物植栽、集落の環境保全等の活動 など


◇会員規約：地域住民活動組織の活動の規約。規約には、会員となるための規定が書かれている。





農山漁村の


住民活動組織








むら





会費





都市住民等


（むら応援団）





まち





会員規約約





会員





（２）団員分散型《オーナー型》


◇概要：「まち」の方が、「むら」の棚田などのオーナー（むら応援団）となって、定期的に田植え・稲刈りなどの活動を協働して、継続的に「むら」を訪れて交流を行う仕組み。


◇活動事例：棚田オーナー（田植え・稲刈り）、果樹オーナー（果樹収穫） など


◇オーナー契約：棚田や果樹のオーナーとなる契約書





(２)団員分散型≪オーナー型≫





オーナー





農山漁村の


住民活動組織


�





都市住民等


（むら応援団）





まち





オーナー料





オーナー契約









